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アイルランドのＢＳＥ検査対象月齢の推移

1989年より臨床症状牛を対象としたパッシブサーベイランス開始

（月齢）

※１：６月～ ※２：２０１１年７月～ ※３：４月～

アイルランド：ＢＳＥ検査頭数

年 健康と畜牛 死亡牛 緊急と畜牛
臨床的に
疑われる牛

2001 636,930 24,612 893 472

2002 610,002 76,203 2,169 491

2003 599,529 84,983 2,485 344

2004 604,971 85,300 2,314 275

2005 678,663 90,536 2,080 242

2006 740,015 100,662 2,477 177

2007 758,414 86,981 1,957 108

2008 686,329 98,787 2,203 94

2009 313,352 70,905 1,062 44

2010 327,135 63,692 762 35

2011 284,867 52,468 1,060 22

2012 239,714 57,076 1,263 14

（頭）
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BSEの発生状況（アイルランド・ポーランド）
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アイルランド：年別発生状況
発生頭数 月齢

OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)、アイルランド回答書より

発生年

発生頭数：1,654頭
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⾁⾻粉
→反すう動物⽤飼料としての販売・
給与禁⽌

アイルランド：出生年別発生状況

出生年

発生頭数

発生頭数：1,654頭

No. 出生年月 確認年 月齢 区分
1 2001年2月 2009年 96か月齢 死亡牛
2 2001年3月 2005年 52か月齢 死亡牛
3 2001年3月 2006年 66か月齢 臨床的に疑われる牛

4 2001年9月 2005年 44か月齢 死亡牛
5 2001年11月 2008年 79か月齢 臨床的に疑われる牛

6 2002年5月 2007年 65か月齢 死亡牛
7 2002年11月 2009年 83か月齢 健康と畜牛
8 2003年2月 2008年 68か月齢 コホート牛
9 2003年3月 2008年 66か月齢 死亡牛
10 2003年3月 2011年 97か月齢 死亡牛
11 2004年4月 2009年 67か月齢 健康と畜牛

表：飼料規制強化後に生まれたＢＳＥ検査陽性牛

動物由来たん⽩質
→全家畜への給与を禁⽌

ほ乳動物由来⾁⾻粉
→豚･鶏⽤飼料専⽤⼯場に限定

OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)、ポーランド回答書より



ポーランドのＢＳＥ検査対象月齢の推移

1998年より臨床症状牛を対象としたパッシブサーベイランス開始

※１：１１月～ ※２：６月～ ※３：２０１１年７月～

年 健康と畜牛 死亡牛 緊急と畜牛
臨床的に
疑われる牛

2001

＞３０

＞３０ ＞２４※１ ＞３０ ＞２４※２

全月齢

2002

＞２４

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012
＞７２※３ ＞４８※３

2013

（月齢）

ポーランド：ＢＳＥ検査頭数

年 健康と畜牛 死亡牛 緊急と畜牛
臨床的に
疑われる牛

2001 43,982 475 308 150

2002 279,892 1,944 4,709 47

2003 431,209 14,715 9,401 88

2004 447,332 24,449 9,259 76

2005 472,676 32,552 10,495 253

2006 540,530 43,328 10,035 228

2007 546,304 47,883 9,529 94

2008 556,602 46,184 8,757 22

2009 587,339 43,900 6,820 13

2010 590,171 46,752 311 6

2011 440,856 33,964 1,077 9

2012 24,019 359 8

（頭）

ポーランド回答書より



ポーランド：年別発生状況
発生頭数 月齢

OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)、ポーランド回答書より

発生年
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発生頭数：73頭
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ポーランド：出生年別発生状況

出生年

発生頭数

No. 出生年月 確認年 月齢 区分

1 2004年8月 2007年 32か月齢 健康と畜牛

2 2005年3月 2008年 42か月齢 健康と畜牛

3 2005年11月 2012年 79か月齢 健康と畜牛

表：飼料規制強化後に生まれたＢＳＥ検査陽性牛

発生頭数：73頭

OIEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢世界のBSE発生報告数｣（2012現在)、ポーランド回答書より

動物由来たん⽩質
→全家畜への給与禁⽌

ほ乳動物由来⾁⾻粉
→全家畜への給与禁⽌

ほ乳動物由来⾁⾻粉
→反すう動物への給与禁⽌

ほ乳動物由来⾁⾻粉
→反すう動物⽤飼料への使⽤禁⽌




